

































































れるRomer (1990)のモデルを提出し，均斉成長均衡（balanced growth equilibrium）に
おけるその特徴を明らかにする．Romerモデルの特徴として，1. 均衡成長率と最適成長






































Blundell et al. (1995)によれば，実証的には産業の競争度と成長率とは正の相関関係を
持っており，この結果を正しいものとすれば，Romerモデルは現実と矛盾する予測を示
していることになってしまう．
第 6章では，都築 (2008a)に基づき，Romerモデルに第 2次中間財生産者と呼ばれる，
中間財の組み立てを行う主体を導入し，彼らの市場構造（完全競争，独占）と均衡成長率










































Romer (1990)のモデルにおいて有意味な形で正の成長が実現するためには， _A = HAA
のように， _AがAに関して線形でなければならない．より一般的には，次のように言う
ことができる．知識生産関数が _A = HAAによって表される場合， < 1ならば成長は
停止し， > 1ならば成長率は無限大に発散する．このモデルが成長モデルとして意味を
持つのは， = 1の場合のみである．
Solow (2000)によって批判されたのは， = 1しか許容されえないというこの種のモデ
ルの持つ「危うさ」，これである．すでに述べたように，Jones (1998)の批判も， = 1
の想定によってもたらされる規模効果に対してなされたものである．
こうした批判の存在にもかかわらず，本論文では， = 1の想定を保持しつつ Romer
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Solowモデル
・外生的貯蓄率
・外生的技術進歩率
?
最適成長モデル
Ramsey-Cassなど
・貯蓄率の内生化
（家計の動学的最適化行動）
?? ?
内生的成長モデル
・技術進歩率の内生化
外部性を導入したモデル
Benhabib-Farmer
（本論文第 2章）など
本論文第 3章
・負の外部性の導入
RBCモデル
Kydland-Prescottなど
・労働供給の内生化
・確率的ショックの導入
（シミュレーション分析）
?
New Keynesianモデル
Yunなど
・価格の粘着性の導入等
? ?
収穫逓増 収穫一定
?
AKモデル
Barro（1部門）
Rebelo（2部門）
?
?
収穫逓増を外部性として
扱っているモデル
Arrow（1部門）
・learning by doing
Lucas（2部門）
・人的資本の蓄積
収穫逓増を不完全競争市場
の中で扱っているモデル
? ?
バラエティ・エクスパンディング
Romer (本論文第 4章)など
本論文第 5章
・人的資本の内生化
本論文第 6章
・中間財組み立て部門の導入
クオリティ・ラダー
Grossman-Helpman chap.4など
本論文第 7章
・企業による技術の秘匿を導入
図 1.1: 新古典派成長理論の系譜と本論文各章の位置付け
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